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は
じ
め
に

沖
縄
県
に
お
け
る
完
全
失
業
率
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

本
土
復
帰｣

(

あ
る
い
は
施
政
権
の
日
本
移
管

[

１])

後
の
一

九
七
二
年
以
来
、
全
国
平
均
の
約
二
倍
の
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
際
、
雇
用
・
失
業
分
析
を
行
う
場
合
の
常
套
手
段
と
し
て
、
雇
用
・
失
業
に
関
連
す
る
ス
ト
ッ

ク
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
手
法
が
こ
れ
ま
で
広
く
使
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
労
働
力
人
口
に
占
め
る
就
業
者
数
や
完

全
失
業
者
数
の
推
移
に
関
す
る
デ
ー
タ
分
析
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
ト
ッ
ク

(

蓄
積)
の
背
後
に
は
必
ず
フ
ロ
ー

(

流
れ)

が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
言
う
ス
ト
ッ
ク
と
フ

ロ
ー
を
ダ
ム
の
水
量
に
例
え
て
言
え
ば
、
ダ
ム
に
蓄
積
し
て
い
る
水
量
が
ス
ト
ッ
ク
で
あ
る
の
に
対
し
、
ダ
ム
に
流

入
あ
る
い
は
ダ
ム
か
ら
流
出
す
る
水
量
が
フ
ロ
ー
に
あ
た
る
。
流
入
超
過
の
状
態
が
継
続
す
れ
ば
水
は
ダ
ム
か
ら
溢

れ
出
し
、
一
方
で
、
流
出
超
過
の
状
態
が
長
く
続
け
ば
ダ
ム
は
枯
渇
す
る
。
つ
ま
り
、
労
働
市
場
に
係
る
人
口
の
流

入
な
ら
び
に
流
出
の
と
い
っ
た
フ
ロ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
就
業
者
数
や
完
全
失
業
者
数
な
ど

の
ス
ト
ッ
ク
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

沖
縄
県
に
お
け
る
雇
用
・
失
業
問
題
の
本
質
的
要
因
を
探
る
た
め
に
は
、
労
働
力
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
タ
の
分
析
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
労
働
力
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
も
重
要
で
あ
る
。
全
国
版
の
労
働
力
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
に
関

し
て
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
存
在
し

[

２－

５]

、
海
外
の
先
行
研
究
も
見
ら
れ
る

[

６]

。
し
か
し
な
が
ら
、

労働力フローデータから考える沖縄県の雇用・失業問題

211



筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
沖
縄
県
に
係
る
労
働
力
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
の
試
み
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

次
章

(

第
一
章)

に
お
い
て
沖
縄
県
に
お
け
る
労
働
市
場
の
近
況
を
一
般
的
な
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
タ
よ
り
考
え
、
次

い
で
、
本
研
究
の
特
徴
と
し
て
、
沖
縄
県
に
係
る
労
働
力
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
の
試
み

(

第
二
章)

を
記
す
。
フ

ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
に
お
い
て
は
、
平
成
一
二
年
一
月
か
ら
平
成
二
三
年
一
一
月
の
労
働
力
調
査
の
デ
ー
タ

(

一
二

年
間
分)

を
用
い
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
沖
縄
県
内
に
お
け
る
労
働
市
場
へ
の
労
働
力
人
口
の
流
入
お
よ
び
沖
縄
県

外
へ
の
流
出
の
経
年
変
化
、
な
ら
び
に
、
沖
縄
県
外
か
ら
の
就
業
人
口
へ
の
流
入
等
に
つ
い
て
、
近
年
み
ら
れ
る
沖

縄
へ
の
移
住
者
の
増
加
に
関
連
付
け
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
沖
縄
県
に
お
け
る
労
働
市
場
の
近
況

ま
ず
手
始
め
に
、
沖
縄
県
に
お
け
る
労
働
市
場
の
近
況
に
関
し
て
、
沖
縄
県
内
の
労
働
力
状
態
の
推
移
に
関
す
る

デ
ー
タ

(

ス
ト
ッ
ク
デ
ー
タ
の
経
年
変
化)

よ
り
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

表
１
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
労
働
力
状
態
の
推
移

(
平
成
七
年
か
ら
平
成
二
○
年)

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

五
歳
以
上
人
口

(

＝
労
働
力
人
口
＋
非
労
働
力
人
口)

、
労
働
力
人
口

(

＝
就
業
者
数
＋
完
全
失
業
者
数)

、
非
労
働

力
人
口
と
も
に
概
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
完
全
失
業
率
が
全
国
平
均
の
約
二
倍
の
水
準
で

推
移
し
て
い
る
様
相
も
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
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加
え
て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
高
失
業
率
問
題
の
特
徴
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
若
年
層
の
失
業
率
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
図
１
は
、

沖
縄
県
に
お
け
る
年
齢
階
級
別
完
全
失
業
率
の
推
移
を
表
し
て
い

る
が
、
若
年
層

(

一
五
歳
か
ら
二
九
歳)

の
失
業
率
が
と
り
わ
け

高
い
の
が
分
か
る
。
ま
た
、
図
２
に
あ
る
と
お
り
、
高
卒
・
大
卒

の
い
わ
ゆ
る
新
卒
の
時
期
に
お
け
る
若
者
の
就
職
状
況
が
全
国
と

比
較
し
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
存
在
し
て
い

る
か
。
次
章
に
お
い
て
、
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
よ
り
考
察
す
る
。

二
、
沖
縄
県
に
係
る
労
働
力
フ
ロ
ー
デ
ー

タ
の
分
析

こ
こ
で
は
、
沖
縄
県
に
係
る
労
働
力
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
を

試
み
る
。
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
の
分
析
に
お
い
て
は
労
働
力
調
査
の
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
、
特
に
沖
縄
県
内
に
お
け
る
労
働
市
場
へ
の
労
働

力
人
口
の
流
入
お
よ
び
沖
縄
県
外
へ
の
流
出
の
経
年
変
化
、
な
ら

労働力フローデータから考える沖縄県の雇用・失業問題
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表１ 沖縄県における労働力状態の推移 (平成７年から平成20年)
(単位：千人､ ％)

区分
��歳以上
人 口

労働力
人 口

非労働力
人口

労働力人口比率 完全失業率

年 就業者数
完全
失業者数
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注：千人単位のため､ 内訳と計が一致しない場合がある｡



び
に
、
沖
縄
県
外
か

ら
の
就
業
人
口
へ
の

流
入
等
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
近
年
の
沖
縄

県
へ
の
移
住
者
の
増

加
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
も
考
え
る
。

厚
生
労
働
省
が
実

施
す
る
労
働
力
調
査

は
、
国
民
の
就
業
及

び
不
就
業
の
状
態
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の

月
々
の
変
化
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本

の
労
働
力
の
総
量
測

定
を
行
う
と
と
も
に
、
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図１ 沖縄県における年齢階級別完全失業率の推移 (平成７年～21年)�

図２ 沖縄県における新規学卒者 (高卒・大卒) 就職状況の推移 (平成
４年～19年)�-�



雇
用
・
失
業
対
策
、
そ
の
他
、
各
種
経
済
計
画
、
経
済
分
析
な
ど
の
基
礎
資
料
を
整
備
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る

調
査
で
あ
る
。
労
働
力
調
査
は
標
本
調
査
で
あ
り
、
調
査
時
期
お
よ
び
周
期
は
毎
月
末
日

(

一
二
月
は
二
六
日)

を

最
終
日
と
す
る
月
末
一
週
間
で
あ
る
。

主
要
調
査
事
項
は
、
①
世
帯
に
つ
い
て

(

世
帯
の
種
類
、
男
女
別
及
び
一
五
歳
以
上
人
口
、
一
五
歳
未
満
別
の
世

帯
人
員
並
び
に
世
帯
員
の
移
動
に
関
す
る
こ
と)

、
②
世
帯
員
に
つ
い
て

(

氏
名
、
世
帯
主
と
の
続
柄
、
男
女
の
別
、

生
年
月
日
及
び
配
偶
に
関
す
る
こ
と)

、
③
一
五
歳
以
上
の
世
帯
員
に
つ
い
て

(

調
査
期
日
以
前
七
日
前
の
就
業
状

態
及
び
従
業
時
間
、
従
業
先
の
名
称
、
経
営
組
織
及
び
従
業
員
数
、
従
業
上
の
地
位
、
所
属
の
産
業
及
び
職
業
並
び

に
就
業
に
つ
い
て
希
望
の
有
無
及
び
求
職
状
況
そ
の
他
就
業
及
び
失
業
に
関
す
る
こ
と)

の
三
点
で
あ
る
。

調
査
対
象
の
単
位
は
世
帯
で
あ
り
、
範
囲
に
関
し
て
は

｢

総
務
大
臣
が
指
定
し
た
国
勢
調
査
の
調
査
区
内
に
あ
る

世
帯
の
う
ち
か
ら
総
務
大
臣
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
選
定
し
た
世
帯
の
一
五
歳
以
上
の
世
帯
員｣

で
、
全
国
で
は
国
勢
調
査
の
約
九
○
万
調
査
区
か
ら
約
二
九
○
○
調
査
区
を
選
定
し
、
そ
の
調
査
区
内
か
ら
選
定
さ

れ
た
約
四
万
世
帯

(

約
一
○
万
人)

が
対
象
と
な
る
。
沖
縄
県
に
お
い
て
は
一
四
四
調
査
区

(

対
全
国
比
お
よ
そ
五

％
弱)

、
な
ら
び
に
約
二
三
○
○
世
帯

(

同
六
％
弱)

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
人
口

(

お
よ
そ
一
億
三
千
万
人)

お
よ
び
世
帯
数

(

お
よ
そ
四
九
○
○
万
帯
数)

に
対
す
る
沖
縄
県
の
人
口

(

お
よ
そ
一
四
○
万
人)

お
よ
び
世
帯
数

(

お
よ
そ
五
三
万
帯
数)

の
比
率

(

そ
れ
ぞ
れ
共
に
一
％
強)
よ
り
多
め
の
標
本
抽
出
と
な
っ
て
い
る
。

労
働
力
調
査
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
の
都
道
府
県
別
の
分
析
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
労
働
力
調

査
は
全
国
や
主
要
一
○
地
域
別
の
結
果
作
出
を
前
提
と
し
た
設
計
・
規
模
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
都
道
府

労働力フローデータから考える沖縄県の雇用・失業問題
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県
別
の
結
果
を
前
提
と
し
た
設
計
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
都

道
府
県
別
の
デ
ー
タ
規
模
も
小
さ
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国
の

結
果
に
比
べ
て
数
値
の
誤
差
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た｢

対
全
国
比｣

が
高
い
こ
と
に
よ
り
、
以
下
で
は
労
働
力
調
査
に
お
け
る
沖
縄

県
に
係
る
標
本
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
使
用
す
る
こ
と
と

し
た
。

労
働
力
調
査
の
デ
ー
タ
を
使
い
沖
縄
県
に
係
る
労
働
力
フ
ロ
ー

デ
ー
タ
の
分
析
を
行
う
に
あ
た
り
使
用
し
た
の
は
、
労
働
力
調

査
に
お
け
る

｢

第
七
表：

今
月
及
び
前
月
の
就
業
状
態
、
農
林

業
・
非
農
林
業
、
従
業
上
の
地
位

(

非
農
林
業
雇
用
者
に
つ
い

て
は
従
業
者
規
模)

別
一
五
歳
以
上
人
口｣
で
あ
る
。｢

第
七

表｣

よ
り
必
要
部
分
を
取
り
出
し
た
も
の

(

平
成
二
三
年
一
一

月
を
例
に
示
し
た)

が
表
２
で
あ
る
。

表
２
に
お
い
て
、
前
月

(���)

に
沖
縄
県
に
転
入

(�
��� )

し
た
者
の
う
ち
今
月

(�)

沖
縄
県
内
に
い
た
一
五
歳
以
上
人

口
に
占
め
る
労
働
力
人
口

(�
� �
�

� 	



� )

へ
の
フ
ロ
ー
の
合
計
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表２ 前月 (t-1) および今月 (t) の15歳以上人口 (労働力人口＋非労
働力人口) ならびに転入、転出に関する表 (平成23年11月の例)�

前月 (���) いた��歳以上人口

転入
����

労働力人口
����

非労働力
人口
����

就業者
����

完全失業者

���

今
月(

ｔ)

い
た

��
歳
以
上
人
口

労働力
人口
��

就業者
��

�
� � � ��

完全失業者 � �� � �

非労働力人口
��

� � ��� ��

転出・その他
��

� � � ―



が

｢

沖
縄
県
外
か
ら
沖
縄
県
内
の
労
働
市
場
へ

の
流
入
人
口

({�
� �

�
��� }�{	

� �
�
��� }


��
�

と

お
く)｣

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
値
は
、

表
２
の
例
で
言
え
ば
一
三
＋
一
＝
一
四
千
人
と

な
る
。
一
方
、
前
月

(���)

沖
縄
県
内
に
す

で
に
い
た
一
五
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力

人
口

(�
��� 


�
��� �

	
��� )

の
う
ち
転
出
・
そ
の

他

(�
� )

へ
の
フ
ロ
ー
の
合
計
を

｢

沖
縄
県
内

の
労
働
市
場
か
ら
沖
縄
県
外
へ
の
流
出
人
口

({�
� �

�
��� }�{�

� �
	

��� }

�
�

�

と
お
く)｣

で

あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
値
は
、

表
２
で
は
三
＋
一
＝
四
千
人
と
な
る
。

図
３

(

ａ)

は
、
沖
縄
県
内
の
労
働
市
場
に

関
す
る

｢

流
入
人
口

(��
� )｣

な
ら
び
に

｢

流

出
人
口

(�
�

� )｣

の
平
成
一
二
年
一
月
か
ら

平
成
二
三
年
一
一
月
ま
で
の
月
次
デ
ー
タ
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
同
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図３ 沖縄県内の労働市場に関する ｢流入人口 (ILt)｣ ならびに ｢流出
人口 (OLt)｣ ((a) 平成12年１月から平成23年11月までの月次データ､
(b) 各年の平均値)



年
一
二
月
は
沖
縄
県
庁
統
計
課
の
事
情
で
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
３

(

ｂ)

は
、｢

流
入
人
口

(��
� )｣

な
ら

び
に

｢

流
出
人
口

(�
�

� )｣

の
各
年
の
平
均
値
を
平
成
一
二
年
か
ら
平
成
二
三
年
ま
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
平

成
一
五
年
は
欠
落
デ
ー
タ
と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
は
一
一
ヶ
月
間
の
平
均
値
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
平
成
一
二
年
か
ら
平
成
二
三
年
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
月
に
お
い
て
、

｢

流
入
人
口

(��
� )｣

が

｢

流
出
人
口

(�
�

� )｣

を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
期
間
中
の

す
べ
て
の
各
年
平
均
値
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、
平
成
一
二
年
か
ら
平
成
二
三
年
に
か
け
て
、

｢

流
出
人
口

(�
�

� )｣
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、｢

流
入
人
口

(��
� )｣

は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
も
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
近
年
に
お
け
る
沖
縄
県
内
の
労
働
市
場
は
流
入
超
過
の
状
態
が
続
い
て

お
り
、
さ
ら
に
そ
の
流
入
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
状
況
を
ダ
ム
に
例
え
る
と
、
沖
縄

県
内
の
労
働
市
場
と
い
う
ダ
ム
は
水
が
溢
れ
出
す
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
こ
の
流
入
超
過
状
態
の
継
続
的
拡
大
状
況

が
沖
縄
県
に
お
け
る
失
業
率
の
高
止
ま
り
の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

次
に
、
表
２
に
お
い
て
、
転
入

(�
��� )

の
列
の
う
ち
今
月

(�)

に
沖
縄
県
内
で
就
業
者
と
な
っ
た
人
口
を

｢

沖

縄
県
外
か
ら
沖
縄
県
内
へ
の
流
入
新
規
就
業
者
人
口

({�
� 	

�
��� }

＝��
�

と
お
く)｣

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

値
は
、
表
２
の
例
で
言
え
ば
一
三
千
人
と
な
る
。
一
方
、
沖
縄
県
内
に
お
い
て
前
月

(���)

に
完
全
失
業
者
も
し

く
は
非
労
働
力
人
口
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
が
今
月

(�)
に
職
を
得
て

沖
縄
県
内
で
就
業
者
と
な
っ
た
人
口
を

｢

沖
縄
県
内
に
お
け
る
域
内
新
規
就
業
者
人
口

({�
� 	



��� }�{�

� 	
�

��� }

＝

�

�

と
お
く)｣

で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
値
は
、
表
２
で
は
二
＋
七
＝
九
千
人
と
な
る
。
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図
４

(

ａ)

は
、
沖
縄
県
に
お
け
る

｢

流
入

新
規
就
業
者
人
口

(��
� )｣

な
ら
び
に

｢

域
内

新
規
就
業
者
人
口

(�
�

� )｣

の
平
成
一
二
年

一
月
か
ら
平
成
二
三
年
一
一
月
ま
で
の
月
次
デ
ー

タ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
と

お
り
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
同
年
一
二
月
の

デ
ー
タ
は
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
４(

ｂ)

は
、｢

流
入
新
規
就
業
者
人
口

(��
� )｣

な
ら

び
に

｢

域
内
新
規
就
業
者
人
口
(�

�
� )｣

の

各
年
の
平
均
値
を
平
成
一
二
年
か
ら
平
成
二
三

年
ま
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
五
年
は

欠
落
デ
ー
タ
と
し
て
扱
い
、
ま
た
、
平
成
二
三

年
は
一
一
か
月
間
の
平
均
値
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
か
ら
、
平
成
一
三
年
か
ら
平
成

一
七
年
ま
で
は

｢

流
入
新
規
就
業
者
人
口

(��
� )｣

な
ら
び
に

｢

域
内
新
規
就
業
者
人
口

(�
�

� )｣

は
ほ
ぼ
同
じ
値
で
推
移
し
て
い
る
が
、
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図４ 沖縄県における ｢流入新規就業者人口 (IEt)｣ ならびに ｢域内新
規就業者人口 (SEt)｣ ((ａ)平成12年１月から平成23年11月までの月次
データ､ (ｂ)各年の平均値)



平
成
一
八
年
以
降
は

｢

流
入
新
規
就
業
者
人
口

(��
� )｣

が

｢

域
内
新
規
就
業
者
人
口

(�
�

� )｣

を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
が
観
察
さ
れ
る

(

平
均
し
て
約
一
・
五
倍
以
上)

。
つ
ま
り
、
近
年
に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
内
に
い
る
者
よ
り

も
沖
縄
県
外
に
い
た
者
の
ほ
う
が
沖
縄
県
内
に
お
い
て
よ
り
多
く
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。

先
に
見
た
沖
縄
県
内
の
労
働
市
場
へ
の
流
入
超
過
状
態
の
継
続
的
拡
大
状
況
に
加
え
て
、
労
働
市
場
と
い
う
ダ
ム
の

な
か
の
就
業
人
口
と
い
う
言
わ
ば
重
要
な
内
部
タ
ン
ク
に
流
れ
込
む
水
の
多
く
が
、
さ
ら
に
県
外
か
ら
の
流
入
で
あ

る
と
い
う
事
に
な
る
。

こ
こ
で
疑
問
と
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
沖
縄
県
外
か
ら
の

｢

流
入｣

が

｢

Ｕ
タ
ー
ン
現
象｣

に
よ
る

も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は

｢
Ｉ
タ
ー
ン
現
象｣

に
よ
る
も
の
な
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
一
般
的
に
、｢

Ｕ
タ
ー
ン

現
象｣

と
は
、
地
方
か
ら
都
市
部
へ
移
り
住
ん
だ
者
が
再
び
自
ら
の
生
ま
れ
故
郷
に
戻
る
現
象
を
い
う
。
一
方
、

｢

Ｉ
タ
ー
ン
現
象｣

と
は
、
自
ら
の
出
身
地
と
は
別
の
地
方
に
移
住
す
る
こ
と
を
指
す
。

も
し
、
沖
縄
県
外
か
ら
の

｢

流
入｣
の
大
部
分
が

｢

Ｕ
タ
ー
ン
現
象｣

で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
シ
マ
ン
チ
ュ

(

地
元
の
人)

の
帰
郷
で
あ
る
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
仕
方
が
な
い
、
あ
る
い
は
、
故
郷
に
そ
れ
ほ
ど
の
魅
力
が
あ

る
と
い
う
意
味
で
は
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
も
し
、
沖
縄
県
外
か
ら
の

｢

流
入｣

の
大
部
分
が

｢

Ｉ
タ
ー
ン
現
象｣

つ
ま
り

｢

移
住
者｣
で
あ
る
な
ら
ば
、
シ
マ
ン
チ
ュ
と
し
て
は
看
過
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
沖
縄
県
外
か
ら
の

｢

流
入｣

に
よ
り
シ
マ
ン
チ
ュ
の
就
業
の
チ
ャ

ン
ス
が
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

全
国
的
に
地
方
か
ら
大
都
市
部
へ
の
転
出
者
の
増
加
傾
向
が
強
ま
る
な
か
、
沖
縄
県
は
近
年
で
は
転
入
増
加
の
傾
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向
と
言
え
る[

７－

９]

。
転
入
者
の
中
に
は｢

Ｕ
タ
ー
ン
者(

帰
郷
シ
マ
ン
チ
ュ)｣

、｢

Ｉ
タ
ー
ン
者(

移
住
者)｣

、

そ
し
て

｢

転
勤
者｣

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部
調
査
企
画
課
に
よ
る

｢

県
内
移
住
者
に

関
す
る
基
礎
調
査

(

平
成
一
八
年
三
月)｣

[

９]

に
よ
れ
ば
、｢

近
年
、
県
外
か
ら
沖
縄
県
に
移
り
住
む
、
い
わ
ゆ

る
移
住
者
が
増
加
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
ド
ラ
マ

｢

ち
ゅ
ら
さ
ん｣

効
果
や

｢

青
い
海
、
青
い
空｣

の
ト
ロ
ピ

カ
ル
な
気
候
や
自
然
と
と
も
に

｢

健
康
・
長
寿｣

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
沖
縄
ブ
ー
ム
の
中
で
、｢

癒
し｣

等
を

求
め
て
永
住
ま
た
は
短
期
的
に
滞
在
す
る
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。｣

と
あ
る
。
つ
ま
り
、｢

Ｉ
タ
ー
ン
者(

移
住
者)｣

は
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
高
齢
者
の
移
住
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う

[

８]

。

ま
た
、
同
調
査

[

９]
に
よ
る
と
、｢

移
住
者
の
実
態｣

と
し
て

｢

県
外
か
ら
本
県
へ
の
転
入
者
数
は
、
全
国
で

九
位(

直
近
五
年
間
デ
ー
タ)
と
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
本
県
へ
の
転
入
者
は
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
増
加
し
、

九
八
年
以
降
は
転
入
が
転
出
を
上
回
る
転
入
超
過
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
転
入
超
過
の
要
因
は
、
企
業
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
誘
致
や
沖
縄
ブ
ー
ム
に
よ
る
移
住
と
沖
縄
で
の
定
着
の
増
加
と
み
ら
れ
る
。

移
住
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影
響
は
、
地
域
に
積
極
的
に
溶
け
込
む
こ
と
に
よ
り
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
移
住
者
が
多
い
地
域
で
は
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
地
域
住
民
と
の
付
き
合
い
が
一
切

無
く
む
し
ろ
地
域
住
民
と
対
立
し
て
い
る
移
住
者
も
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
様
々
な
状
況
が
あ
る
。

ま
た
、
移
住
者
の
雇
用
情
勢
へ
の
影
響
は
、
歯
科
医
、
染
織
家
等
の
特
殊
な
技
術
や
技
能
を
有
す
る
職
業
は
地
域

か
ら
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
般
的
な
職
業
の
場
合
で
も
地
域
の
雇
用
情
勢
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
は

見
あ
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
人
手
が
不
足
し
て
い
る
離
島
の
観
光
業
界
で
は
ホ
テ
ル
や
民
宿
等
の
従
業
員
の
雇
用
に

労働力フローデータから考える沖縄県の雇用・失業問題
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は
、
県
外
移
住
者
は
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。｣

と
あ
る
が
、
特
に

｢

一
般
的
な
職
業
の
場
合
で
も
地
域
の

雇
用
情
勢
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
は
見
あ
た
ら
な
い｣

と
い
う
個
所
に
つ
い
て
根
拠
に
乏
し
い
。

つ
ま
り
、
沖
縄
県
内
に
お
け
る
労
働
市
場
お
よ
び
そ
の
中
の
就
業
人
口
へ
の
県
外
か
ら
の

｢

流
入｣

に
占
め
る

｢

Ｉ
タ
ー
ン
者｣

の
割
合
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
マ
ン
チ
ュ
の
就
業
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
意
味
で
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
沖
縄
県
に
お
け
る
高
失
業
率
問
題
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
沖
縄
県
内
の
労
働
市

場
お
よ
び
そ
の
中
の
就
業
人
口
へ
の
移
住
者
の
流
入
が
継
続
的
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
圧
迫
が
挙
げ
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
沖
縄
県
に
と
っ
て
は
、
県
内
に
お
け
る
働
き
口
の
拡
大
と
い
う
労
働
市
場
の

｢

内
部
タ
ン

ク｣

の
サ
イ
ズ
拡
大
に
努
め
つ
つ
も
、
シ
マ
ン
チ
ュ
雇
用
政
策
の
徹
底
と
拡
大
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
県
内
に

お
け
る
雇
用
主
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
内
の
大
学
等
教
育
機
関
等
に
は
強
い
シ
マ
ン
チ
ュ

の
育
成
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

シ
マ
ン
チ
ュ
の
、
特
に
若
い
世
代
を
県
外
の
就
業
先
へ
積
極
的
に
送
り
出
す

(

流
出
を
促
す)

と
い
う
こ
と
は
、

若
い
う
ち
に
外
の
世
界
を
経
験
し
、
そ
れ
が
人
間
と
し
て
の
成
長
を
促
し
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
将
来
的
に
沖
縄
県
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の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
意
味
で
は
確
か
に
重
要
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
に
お
け
る
雇
用
政

策
を
考
え
る
上
で
は
、
沖
縄
県
内
の
就
業
先
を
県
外
の
流
入
の
圧
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
筆
者
が
強
調
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
保
護
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

圧
に
対
抗
す
る
強
さ
を
持
ち
得
た
人
材
の
育
成
も
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
シ
マ
ン
チ
ュ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
可
能
性
の
検
討
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
沖

縄
に
根
付
く
ユ
イ
マ
ー
ル
の
精
神
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
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経
済
社
会

総
合
研
究
所
経
済
分
析
一
六
八
号
。

�

太
田
聰
一
・
照
山
博
司
。
二
○
○
三
ｂ
。｢
フ
ロ
ー
デ
ー
タ
か
ら
見
た
日
本
の
失
業｣

。
日
本
労
働
研
究
機
構
日
本
労
働
研
究

雑
誌
五
一
六
号
。

�

太
田
聰
一
。
二
○
○
五
。｢

フ
ロ
ー
か
ら
失
業
を
考
え
る｣
。
大
竹
文
雄
編
著

『

応
用
経
済
学
へ
の
誘
い』

。
日
本
評
論
社
。

�

桜
健
一
。
二
○
○
六
。｢

フ
ロ
ー
デ
ー
タ
に
よ
る
わ
が
国
労
働
市
場
の
分
析｣

。
日
本
銀
行
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ

○
六
―
Ｊ
―
二
○
。
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労働力フローデータから考える沖縄県の雇用・失業問題
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�

井
本
伸
。
二
○
○
八
。｢

沖
縄
移
住
を
考
え
る
〜
ブ
ー
ム
は
い
つ
起
こ
っ
た
の
か
？｣

。
沖
縄
国
際
大
学
経
済
論
集
第
五
巻
第

一
号
。

�

井
本
伸
。
二
○
○
九
。｢

沖
縄
移
住
を
考
え
る
〜
ど
の
よ
う
な
人
が
移
住
し
て
き
て
い
る
の
か
？｣

。
沖
縄
国
際
大
学
経
済
論

集
第
六
巻
第
一
号
。

�

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部
調
査
企
画
課
。
県
内
移
住
者
に
関
す
る
基
礎
調
査

(

平
成
一
八
年
三
月)

。

�

沖
縄
県
統
計
課
。『
労
働
力
調
査』

。

�

総
務
省
。『

労
働
力
調
査
年
報』

。

�

厚
生
労
働
省
。『

高
校
・
中
学
新
卒
者
の
就
職
内
定
状
況』

。

�

厚
生
労
働
省
。『

大
学
等
卒
業
者
就
職
状
況
調
査』

。
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